
夏秋 きゅうりの雨よけ栽培法

――被覆方法 ――

南部分場

1 , 背 殿とイaらい

夏秋 きゅうりは、病帝が発生 じやす く、薬刑散布回数の多い品日の一つであ り、作

価が気象条件にな右されやすく、4 L 市遅延や気象災帝などによって低収 とな り、作柄

が不安定であ る。そこで、雨よけ施設の活川|でH t 守要因の眠減に ,たる件柄の安定化を

目途に検討 した結果、成果が得られたので指導上の参考に供する。

、  2 , 技 術の内容

1 ) ヤマセ気象下の夏秋きゅうりの作柄安定のためには、全期間雨よけ十保温が効果的で

あ り、収穫期間の延長が可能 となり、約3 0 ～4 0 % の 増収が期待できる。

2 ) 屋根ピユ ールは、定植時か ら収穫終了時まで全期間被覆す る。

3 ) 保湛期間は、定植時から最低夜温 1 5 ℃に達するまで とし、最低夜温 1 5 ℃以上になつた

時点で再びサイ ドピニールで保温を行 う。

4 ) 品質 (プル ーム )は 収騒初期に若干認め られたが、中期以降韓地裁培 と差がな く、良

果率は雨よけ栽培により露地栽培よりも約 5 % 向 上す る。

5 ) 適応地域

沿岸地帯

2 , 指 導上の留意事項

1 ) 雨よけ栽培は 、晴天時の温度が 2～ 5 ℃ 程度高めになるので、屋根ピニ ールの押 し上

げで充分換気を□る。

2 ) 雨よけ条件による照度は、晴天 日で2 5 ～3 0 % 、 景天 日で 1 0 % 程度各 々減少するので、

新 しい資材、もしくは屋根 ピニールの洗浄によってできるだけ光線透過量を多くす生

3 ) 栽植密度は 、畦幅2 7 0 c n , 株同6 0 c m , 2 条 植アーチ支柱 ( a 当 り1 2 3 様) と し、支柱は

夏秋 トマ ト用パイア支柱 (長さ2 6 0 ～2 7 0 c m ) を用いる。

4 ) 造緊茂にな りやすいので摘葉 、摘芯は適宜行 う。

5 ) 海水装置を設置する。

6 ) 薬剤の防除回数の軽減が図 られ る。

7 ) 強風 、低温時にはサイ ドピニールを下げるので気象災害の軽減が図 られ る。

4 , 試 験戊紙の概要

1 ) 雨よけ期間と保潤期間
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